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筆者は先年，伊勢参りでも無許可で行われる抜け
参りに着目し，この抜け参りが若者の通過儀礼とし
て元禄・享保期の信州や奥州南部の守山領地域で展
開したこと，それが文化期に変容していったことを
明らかにしている（1）。そこでは元禄以前の参宮・抜
け参りの詳細な実態解明はもちろんのこと，元禄・
享保の段階でのとりわけ浄土真宗地帯での参宮・抜
け参りの検討が筆者に残された課題となっていた。
神儀不拝，軽視を特徴とするとされる真宗が盛ん
な地帯では参宮が行われたとしても希薄であること
が指摘されている（2）。新城常三氏は真宗門徒の本山
参りが近世に盛んに行われるようになったことに加
えて，本山参りという「参詣の遊楽性」が希薄で多
分に信仰的内実を保持したことと，その際に他社寺
への参詣をみないことも指摘している（3）。もっとも
氏は，信仰心の篤い門徒ばかりがいるわけではない
ことから，他宗の寺社へ参ったり京都見物をする門
徒も存在することの指摘も行う。また，氏は加賀藩
では万治年間に参宮を禁止する法令も示している（4）。
17世紀中頃の加賀藩で参宮の法規制が出される
ような参宮展開の実態があることは，信仰心の濃度
の個人差が関係するとしても，あらためて具体的事
例から門徒の参宮を検討する必要があることを意味
する。その際に注意しなければいけないのは，真宗
信仰が活発な地域といっても，他宗派の者たちも地
域内には当然に存在するので，門徒であることが確
実な人々の事例を踏まえて検討することである。
享保以前の参宮の実態を示す文書となるとやはり
越中では少ない。元氷見庄の射水郡地域でもこうし
た文書の残りが良くない。しかし，幸いなことに葛
葉村名主を務めた名苗家には元禄期の貴重な参宮の
願書が残されている。また，葛葉村と同じく氷見地
域の射水郡鞍骨村の藤井家にも，享保以前の貴重な
参宮関係文書が若干であるが残された。しかもこれ
らはみな若者の参宮にかかわる史料である。名苗家
は真宗の道場を務めた家で，藩政期には能登の真宗
寺院臨永寺の別舎となり，信徒の講宿を務めてい
た（5）。すなわち，名苗家は，村内は勿論近在の村々
の住民に対して浄土真宗布教面で大きな役割をはた
していた家であった。また，藤井家の居住した鞍骨
村には真宗寺院以外の寺院はなく，そして神明社も
村内の神社に勧請されていないことは本文で改めて
示す。以上のように，両家の存在した村は真宗の盛
んな村であり，この両家の関係史料は，元禄・享保
期の段階の真宗が盛んな越中の村でも，抜け参りで
はないものの，若者による参宮の慣行が展開し始め
たことを教えてくれる貴重な史料である（6）。そこで，
本稿ではこれらの史料により，真宗信仰の盛んな氷
見地域での元禄・享保期の参宮の実態をうかがい，
特に若者の参宮について明らかにしたい。
対象となる氷見地域は二上山系から能登の宝達山
や石動山などの山系に囲まれた，能登半島の付け根
に当たる地域である。ここは複数の丘陵が区分して
谷を発達させた地域である。藤井家の居住した鞍骨
村は十三谷地区に位置するが，同地区は氷見市南部
にあり，鞍骨村は現在の高岡市域に隣接した村であ
る。葛葉村の場合は上庄谷地区に位置しているが，
ここは氷見市の西南部で，同村はここの丘陵地の山
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地に位置した村である。なお，早くより開発の進ん
でいた氷見地域では伊勢の御師の活動も盛んであり，
氷見地域の政治・経済の中心となる氷見の町には毎
年御師が来ていたことは町年寄の日記『応響雑記』
でよく知られており，また鞍骨村や葛葉村とは氷見
町からみて反対方向にある能登に近い小境には伊勢
領も置かれていた（7）。本稿が対象とする名苗・鞍骨
両村は氷見町や小境などのような御師の影響は受け
にくいと思うものの，伊勢信仰の影響を住民が一部
に受ける，重層的な信仰のあり方は念頭におかなけ
ればならないことは断っておきたい。
一，葛葉村
上庄谷地区の丘陵山地にある葛葉村は，寛文10
年（1670）の村御印（8）によれば，草高46石，免5
割3分で，小物成は山役24匁，蝋役3匁であった。
葛葉村は石高が46石の小村であり，生業をうか
がわせる小物成はわずかに山役と蝋役の負担だけで
あった。この村が山林にかかわる稼ぎに依存してい
ることがよくわかる。その後の元禄13年（1700）の
「葛葉村百姓持高指引書上帳」（9）によると草高は変
わらず46石であるが，これによると百姓数8人の
村であった。このうち3人が下百姓であり，肝煎
でもわずか5石9斗の持高でしかなく，住民が農
業外の生業に依拠しなければならないが，上の小物
成に見るように当然に山にかかわった生業を持つこ
とになる。とりわけこの村ではそうけ作りが盛んで
あったことで知られているが，後の享和 4年
（1804）正月「当開作人馬付田地請下シ并頭振商売
等書上ケ申帳」（10）によると，無高の頭振7軒はみ
なそうけ作りを家業に暮らしていることを記す。文
化3年（1806）5月の「葛葉村村鏡帳」（11）は村の稼
ぎをそうけとしているように，高持農民も余業にそ
うけを作っていることは間違いない。
重要な村人の信仰面であるが，天明6年（1786）
の「射水郡高免寺庵宮など書記申帳」（12）によると，
百姓9軒，頭振8軒のこの村には寺はなく，神社
は白山社があるだけで，ここも神明社は勧請されて
いない。地域の神社を書き上げた正徳2年（1712）
の「射水郡社号帳」によれば，山王社と記載されて
いるが，いずれにしても神明社は存在しない（13）。
この村に寺院はないといっても，肝煎を務めた名苗
家が真宗の道場となっていた。家数からみても同家
が村の住民の信仰をリードする存在であったことは
間違いない。
この村の肝煎家で真宗の道場でもあった名苗家の
文書には元禄期の参宮関係の文書が2点ある。
まず，次の元禄7年閏5月の参宮願書控である。
覚
射水郡葛葉村善太郎セかれ
一，壱人 歳弐拾 武兵衛
同村
一，壱人 歳四拾八 半四郎
同村二郎作セかれ
一，壱人 歳三拾七 介九郎
同村与三右衛門甥
一，壱人 歳三拾四 八助
〆男四人
右之者共，伊勢参宮仕申候間，大正持御関所通
り御切手被下候様ニ被仰上可被下候，此者共他
国奉公又ハ日用等ニ罷越申者ニ而ハ無御座候，
来月四日以前ニ罷帰申候間，罷帰次第ニ御案内
可申上候，若耕作手閊申候歟，自然切支丹宗門
之者又ハ牢人科人以下を紛かし，御切手於申請
ハ以来御聞付次第，私共如何様ニ茂曲言可被仰
付候，其上右之者他国ニ居留り申候ハヽ，早速
呼もとし，御案内可申上候，為其私共御請合状
指上申所，如件
射水郡葛葉村肝煎
元禄七年閏五月十四日 善太郎
与合頭
二郎作
同村請人
少八郎
仏生寺村 同
平四郎殿 長助
この文書によると同村の四人の男性が参宮を出願し
ている。まず善太郎の伜武兵衛，そして半四郎，二
郎作伜介九郎，与三右衛門甥八助であるが，奥書き
した村役人を見ると武兵衛の親は肝煎で，介九郎も
組合頭というように，村役人の子供であり，村内で
も富裕農民の子弟らの参宮ということになる。ただ
善太郎は20歳の若者であるが，介九郎はすでに37
歳，同行した八助も34歳であり，妻帯していても
ふしぎではない年齢の者である。彼等に加えて48
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歳の半四郎が同行している。彼は一家の当主である
が，元禄13年の百姓持高指引書上帳（14）によると下
百姓として出る。これによると善太郎は5石余，
二郎作は3石余，与三右衛門は8石余の高持ちと
いうように小高持であるが山間地の村なのでこのよ
うな高となる。いずれにしてもこの三家は村内の有
力住民で，彼等の子弟を下百姓の半四郎が引き連れ
て参宮したといえよう。
彼等の参宮期間はこの願書によると来月4日ま
でとなっている。出立がいつか，また他出期間は明
記していないが，この願書の提出日からすると少な
くとも2週間はその期間が取れるようになってい
る。
なお，もう1点の史料は前記文書の前日の日付
である参宮願書の断簡で，しかも記載に一部，抹消
部分があるので下書とみられる。これには残念なが
ら参宮者の名前の部分が欠如しているが，記載され
た日付とその内容から前記文書の下書とみなすこと
ができる。
二，鞍骨村
十三谷に位置する鞍骨村は寛文の村御印（15）によ
ると，村高は667石であり，この地域の村としては
決して小村ではない。元禄14年には667石の石高と
なっている（16）。村御印の小物成からうかがえるこ
の村の生業は，この村の集落は山中にあるわけでは
ないが御林山などの山を抱える村のために山の利用
にての稼ぎがあり，山役が207匁と蝋役が22匁あっ
た。
次に重要な住民の信仰を考えるために寺社の存在
を天明6年（1786）の「射水郡高免寺庵宮など書記
申帳」（17）にみると，寺は２ケ寺あるが，いずれも
お東の浄土真宗の寺で，唯明寺と専長寺であった。
また，神社は隣村社人仏生寺村平井大和が扱う諸神
社が勧請されているものの，神明社は勧請されてい
ない。この村の住民の信仰が真宗を主としていたも
のであったことがわかる。なお，家数はこの年の場
合，百姓55軒，頭振16軒の72軒であるが，それに
先立つ貞享4年（1687）5月の「公義御触ニ付請書」
には67名と唯明寺が署名している。
鞍骨村の藤井家は初期十村という地域の有力農民
であった。同家には初期の貴重な文書が残されてい
ることがよく知られているが，次の宝永と享保の伊
勢参宮願書と一点の帰国届書も残されている（18）。
参宮願書「覚」
資料1，宝永元年6月 くらほね村肝煎四郎右
衛門他より仏生寺平四郎宛願書「覚」（射水
郡鞍骨村四郎右衛門伜久四郎（31歳），同村
七右衛門伜平兵衛（30歳）・・・・（史料1）
資料2，宝永2年5月28日 差し出し・宛名欠
の願書「覚」（射水郡鞍骨村市郎右衛門せか
れ伝右衛門（20歳），同村藤左衛門せかれ
又次（23歳），同村五兵衛せかれ三（17歳），
同村市郎兵衛下人小左（24歳），同村十右衛
門せかれ三右衛門（23歳），同村長左衛門せ
かれ四郎（16歳）［当29日出6月18日帰国］
・・・・・・・・（史料2）
資料3，宝永3年6月3日，鞍骨村肝煎四郎右衛
門他より仏生寺村平四郎宛願書「覚」， 市
郎右衛門（54歳）・又四郎（29歳）・与三（24
歳）・善右衛門（21歳）
資料4，享保8年6月18日，鞍骨村肝煎久四
郎ほかより仏生寺村平四郎宛願書「覚」，射
水郡鞍骨村百姓市郎右衛門伜（24歳），同村
百姓六左衛門伜（36歳），同村百姓少左衛門
伜（22歳），同村百姓長三郎弟三右衛門（22
歳），同村百姓久四郎伜四郎右衛門，同村百
姓又六（29歳）［6月20日立ち7月11日前に
帰国］
参宮帰国届
資料5，宝永2年6月20日 ，鞍骨村肝煎四郎
右衛門他より仏生寺村平四郎宛願書「覚」
（射水郡鞍骨村市郎右衛門せかれ伝右衛門
（20歳），同村藤左衛門せかれ又次（23歳）
同村五兵衛せかれ三（17歳），同村市郎兵衛
下人小左（24歳），同村十右衛門せかれ三右
衛門（23歳），同村長左衛門せかれ四郎（16
歳）［当5月29日立ち6月19日帰着］・・
（史料3）
上のように参宮願書と帰国の届が揃っているのは一
件だけである。この一件と同じく早い時期の参宮願
書一点もあわせて以下に示す。
（史料1）
覚
元禄・享保期の真宗地帯，越中における若者の参宮－氷見地域について
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射水郡鞍骨村四郎右衛門伜
一，壱人歳三十一 久四郎
同村七右衛門伜
一，壱人歳三十 平兵衛
〆
右之者共伊勢参宮仕度申候間，大聖持御関所
通御切手被下候様ニ被仰上可被下候，此者共
他国奉公又ハ日用等ニ罷越申者ニ而ハ無御座
候，当月何日以前ニ罷帰申候間，罷帰り次第
案内可申上候，若新作手閊カ自然切支丹宗門
之者又ハ牢人科人以下を紛□シ御切手於申請
候者以来御聞付次第私共如何様ニも曲事ニ可
被仰付候，其上右之者共他国ニ長留リ申候ハゝ
早速呼もとし御案内可申上候，為其私共御請
合状指上ケ申所如件
くらほね村肝煎
宝永元年六月 四郎右衛門
仏生寺 組合頭
平四郎殿 六左衛門
（中略）
右之通吟味仕候所ニ伊勢参宮仕候義相違無御
座候ニ付堅縮リ仕置申候間，大聖持御関所通
リ御切手被為遣可被下候，則当何日ニ罷立申
候間罷帰リ次第早速御案内可申上候，以上
仏生寺村
平四郎
古屋六丞殿
（史料2）
覚
射水郡鞍骨村市郎右衛門せかれ
一，壱人歳弐十 伝右衛門
同村藤左衛門せかれ
一，壱人歳弐十三 又次
同村五兵衛せかれ
一，壱人歳拾七 三
同村市郎兵衛下人
一，壱人歳弐十四 小左
同村十右衛門せかれ
一，壱人歳弐十三 三右衛門
同村長左衛門せかれ
一，壱人歳十六 四郎
〆
右之者共伊勢参宮仕ルニ付御切手申請当廿九日
ニ罷立□□来六月十八日ニ帰り可申与書上ケ申
候
宝永弐年五月廿八日
［裏に「宝永元年宗門御改之以後出来人相改書
上申帳」］
（史料3）
覚
射水郡鞍骨村市郎右衛門せかれ
一，壱人 伝右衛門
同村藤左衛門せかれ
一，壱人 又次
同村長左衛門せかれ
一，壱人 四郎
同村五兵衛せかれ
一，壱人 三
同村市郎兵衛下人
一，壱人 小左
同村十右衛門せかれ
一，壱人 三右衛門
〆六人
右之者共大正持寺御関所通リ御切手申請，当五
月廿九日罷立伊勢参宮仕六月十九日ニ罷帰り申
ニ付御注進申上候，以上
宝永弐年六月廿日
くらほね村肝煎
四郎右衛門
仏生寺村 与合頭
平四郎殿 六左衛門
同
吉右衛門
史料1は宝永元年6月に出された参宮願いの願
書案文であるが，特に拒否される理由は考えられな
いので，実施されたものと見てよい。これは鞍骨村
の四郎右衛門伜久四郎と同七右衛門伜の平兵衛の2
名が参宮を出願したものであるが，伜とはいえ前者
は31，後者も30歳であった。6月なので農繁期の
忙しい時期をはずした参宮ということになる。残念
ながら参宮期間は明示されていない。四郎右衛門伜
はその親の名前からして，肝煎の伜であることは間
違いない。すなわち，有力農民の息子がこの時期に
参宮をしようとしていたことが判明する。本来の通
過儀礼にふさわしい年齢は15歳前後となるが，30
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の歳での参宮なので，通常の通過儀礼とは異なる。
しかし，若者も参宮が必要として旅立つことを許さ
れたものといえる。これも広義の意味では広い世間
を見聞して一人前の男性となるために必要な旅とし
て行われた参宮と捉えてよいものであろう。
史料2と同3（参宮帰国届，資料5）は同じ村民
の参宮関係史料である。史料2が参宮願書案文か
写，同3が帰国の際の届書である。参宮したのは
市郎右衛門伜，藤左衛門伜，五兵衛伜，十右衛門伜，
長左衛門伜と市郎兵衛下人の6名である。ほとん
どが村民の伜であるが，彼等の親の名前からみて高
持の有力農民の子弟である。彼等の年齢は16歳，
17歳も1名ずついるが，他は20歳1名，23歳2名
という20代の若者である。そして，彼等に加えて
市郎兵衛の下人小左も参加しているが，彼も24歳
の若者であるが最年長である。下人として1人だ
け加わっているので，特別に高持百姓家の若者の旅
を助けるために加えられたものと考えられる。彼等
の旅は当初の願書では5月29日出立，6月18日帰
着であった。帰国後の届けによると，帰国について
は6月18日となっているが，実際には19日に帰着
している。彼等も5月という農繁期を避けた旅で，
その期間は20日ほどという余裕のある旅であった。
なお，この宝永2年に御陰参りが行われているが，
彼等は正式な届を出しての参宮であった。
次ぎに参宮資料3の宝永3年の願書は，4人の農
民の参宮についてのものである。いずれも伜などの
付記はない。1名は54歳の市郎右衛門であるが，他
の3名はいずれも20代の若者である。29歳の又四
郎，24歳の与三，21歳の善右衛門からなる。市郎
右衛門が若者の村民を引率した参宮ということにな
る。彼等の参宮期間は不明であるが，彼等も6月
の参宮であった。
さて、宝永より後の享保8年（1723年）の参宮願
書もあるが，1名を除いてやはりみな伜か弟という
ことである。この1名も年齢は29歳であった。伜
ないし弟の続柄を持つ者は，36歳を最高齢に20代
の若者たちを主としていた。36歳の六左衛門伜が
リーダーとなって参宮したものとみられる。そして，
彼等の参宮も6月に行われていた。
鞍骨村では参宮願書によると宝永元年（1704）6
月に31歳と30歳の若者2人，翌年5月には16歳・
17歳・20歳各1人と23歳の伜2人，24歳下人1人
の青年たちが参宮を願い出ていた。同3年6月に
も54歳の男性に加え20代の若者が参宮している。
さらに享保8年6月にも30代1人に加え20代の伜
や弟の続柄を持つ若者が参宮している。宝永2年
の場合は御陰参りの時であるが，彼らは正規手続き
をとり参宮している。
このように参宮が盛んとなった元禄以降の宝永・
享保期には，氷見地域でも一家の当主だけでなく，
若者らにより参宮が行われるようになっていた。
おわりに
伊勢参りが全国的に盛んとなっていった時期の元
禄・享保期のその具体的なあり方についての研究が
あるとはいうものの，浄土真宗が盛んな地域でのそ
の実情についてはまだ研究が十分ではないために，
本稿では真宗王国といわれる越中のその能登に隣接
した氷見地域の中でも，真宗の道場主が村内で大き
な力を持った小村葛葉村と，やはり真宗以外の寺院
を存在させない鞍骨村の文書をもとに，両村とその
周辺村の住民の元禄・享保期における参宮の実情を
検討した。
その結果，真宗信仰優勢なこれらの村の村民も，
元禄・宝永期には参宮を行っていること，しかもそ
の主体が村役人や高持農家の家の青年層であったこ
とを明らかにできた。もっとも，一部に10代半ば
の若者が参加するといっても，主は20代の若者に
よる参宮であった。ただ肝煎名苗家のような真宗寺
院の講宿の家を中心にした小村の葛葉村の場合は参
宮願書が元禄のみに残りその後の実態がわからない
問題が残る。しかしながら鞍骨村の事例から見れば，
頭振のような零細農民は別として，氷見地域の村々
でも元禄・享保期に高持農民の若者による参宮が広
く行われるようになっていたと把握できる。
越中の東部では近現代に立山登拜が10代半ばの
若者の通過儀礼として行われていることが知られて
いる（19）。葛葉村の名苗家の新重郎は同行者と計4
人で文化7年7月8日から13日まで立山参詣をし
ている。この時彼は14・15の通過儀礼となる年齢
ではなかったが，21才の若者ではあった。立山登
拜が氷見地域の若者にこれ以前から行われていたか
どうか不明である。また，立山登拝が近世の真宗信
仰の篤い村で通過儀礼として認められていたかとな
ると疑問のある点でもある。非真宗地帯の隣国信州
などの若者は，領主から夫役に駆り出される年齢の
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15歳前後に抜け参りをしたのに対して（20），この地
域ではそれより歳のいった20代を主とした高持農
民の若者が，元禄・享保期には参宮を行うようになっ
ていた。越中東部と異なりこの氷見地域では通過儀
礼として行われるような遠隔地への旅ということに
なると伊勢参りの役割は大きいが，本山参りも含む
旅とみてよい。この元禄・享保期には真宗地帯の越
中でも西部のこの地域では，参宮は男子の若者が広
い世間を知り一人前の者となるための大事な旅であ
ると理解されていたことがうかがえる。
彼等の旅も農閑期に行われるが，鞍骨村・葛葉村
という氷見地域の村では６月が選択された。期間に
ついては一例しかわからなかったが，高持農民の子
弟の参宮なのでその事例通り余裕のある20日ほど
の期間となっていた。また，彼等の旅にもやはりリー
ダーとなる者や，旅の助けのために年齢の高い者が
加わり，また参加する若者よりも年齢の高い下人が
参加していた。
さて，この両文書には参宮願書が以後残されてお
らず，また村には御用留なども残されていない。こ
のためその後における参宮の村内での実情は不明で
ある。参宮願書が残らないのは，享保以降に参宮熱
が低下したためであろうか。しかしながら名苗家文
書には文化10年の「上京并参宮大和廻入用記」が
あり，これについては先に概略を紹介したことがあ
る（21）。この参宮は本願寺参りの際のものであった。
一向一揆への警戒心の高い加賀藩に対しては，本願
寺参詣に特化するよりも伊勢参宮なども兼ねた方が
好ましいということもあろうが，本願寺より足を伸
ばし，経済都市で芝居なども盛んな大坂を回るのは，
新知識など情報収集と，また文化を味わう大切な機
会となる。さらに畿内から伊勢へ足を伸ばすのは，
名所や史跡をめぐり嗜みの俳諧・和歌や歴史への関
心という知的好奇心を満たす大切な機会ともなる。
このために本願寺参詣の機会には伊勢へも足を伸ば
すのは自然のことであり，名苗家のような古文書を
残す家には参宮も行った道中日記が後期に残された
のである。もちろん，経済的余裕のない農民の場合
であれば，本願寺とその近辺だけの旅にとどまるこ
とになるであろう（22）。
真宗地帯越中の氷見地域の村々でも後期には本願
寺参詣を主にして旅が盛んに行われるようになり，
資力のある者は大坂や伊勢へ回るのも不自然なこと
ではない。こうした中で若者の通過儀礼的な遠隔地
への寺社参詣が中期以降に具体的にどうなるかが問
題となる。そして，それを娘の婚姻前の遠隔地への
旅や立山登拝の問題ともからめて今後史料発掘が必
要となる（22）。
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